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イエスと向こう岸に渡る 

 

年間第 12 主日は、「突風を静める」という物語ですが、わたしは
違う言いかたで、テーマを示したいと思います。それは、「イエスと向
こう岸に渡る弟子たち」です。弟子たちは、向こう岸に渡るという出来
事の中で、弟子として訓練を受けたのだと思いました。  

釣りに関して、海の上で耐えられる限界というのがかなり上がった
と思います。たとえて言えば、イエスさまが一緒に船に乗っていたら「わ
たしたちがおぼれてもかまわないのですか」と言われそうな天気でも辛
抱して釣りができるくらい時化に強くなりました。それがどんな役に立
つのかと言われると困りますが、ほとんどの人が船酔いするような状況
でどんな作業でもできるようになったと言えば、何か役に立つかもしれ
ません。  

ところで今日は父の日です。日頃の御苦労を、家族でぜひねぎらっ
てあげてください。または、お父さんがふだんは忙しくてできないこと
を、今日一日くらいは気の済むようにさせてあげてください。母の日と
比べると、ちょっと影が薄いので、今日はお父さんに花を持たせてくだ
さい。  

福音朗読、イエスは弟子たちに「向こう岸に渡ろう」と呼びかけま
す。漠然と「向こう岸」と言っていますが、その意味は「イエスと一緒
に渡らなければ渡ることができない場所」と考えられます。そのことを
学ばせる機会として、嵐の体験があると考えてよいのではないでしょう
か。ガリラヤでずっと漁師をしていた弟子たちでさえも、「おぼれそう
だ」と感じるほどの突風を受けたのでした。  

明らかに、人間の努力では乗り越えられない困難に弟子たちは置か
れています。そんな中でイエスは眠っています。これは眠くて眠ってい
るのではなく、しるしです。「人間の努力でこの困難はとても乗り越え
られない。そこにイエスがおられる。イエスに信頼を寄せるべきである。」
このことを教えようとしているのです。  

イエスは「向こう岸に渡ろう」と弟子たちに声をかけた時点で、こ
れから起こることすべてをご存知でした。弟子たちが混乱すること。イ
エスにより頼めばすぐにでも助けてくれるのに、イエスに信頼を寄せる
気持ちが湧かなかったこと。イエスが嵐を叱り、すっかり凪になっても
まだイエスを信じられずにいることなどです。  

突風に見舞われ、恐れで自分を見失い、イエスの一言で風がやみ、
すっかり凪になる。イエスが「向こう岸に渡ろう」と仰ったのだから、
必ず渡ることができるはずです。それなのに弟子たちは、イエスがそば
にいることを忘れるほど取り乱したのでした。  

嵐のさなかに眠っているイエスの姿は、御父に信頼を寄せているこ
との表れです。イエスは、何が大切なのかを教えようとしているのです。
乗り越えることができそうにない困難を前にしたとき、人はイエス･キリ



ストを通して御父に信頼を寄せる必要があるのです。  
イエスの助けを受けて向こう岸に渡った弟子たちは、「向こう岸に

渡る」つまり困難を乗り越えるためには、イエスに全面的に信頼を寄せ
ることが必要であることを学びました。弟子たちの体験はわたしたちの
ためでもあります。わたしたちも乗り越えられそうにない困難に直面す
ることが考えられます。その時に弟子たちの体験を思い出すように促し
ているのです。  

ただし、弟子たちに起こったことはわたしたちにも起こるでしょう。
それは、イエスがそばにいるにもかかわらず、困難に直面して気が動転
し、また困難を乗り越えられたとしてもそれがイエスによるものだと理
解できずにいるということです。  

弟子たちはイエスに信頼を寄せることが困難を乗り越える何より
の力であると確信するまでに、相当の時間を必要としました。わたした
ちもきっと、イエスに揺るぎない信頼を寄せるには長い時間を必要とす
るでしょう。  

イエスに信頼しきれずに道を誤ったり、また時間がかかってもイエ
スに信頼すべきだったと立ち返ったり、何度も行ったり来たりして、わ
たしたちはイエスに信頼することが最善の策だと悟り、最終的に向こう
岸に渡ることができるのだと思います。  

イエスはすべての人に、「向こう岸に渡ろう」と呼びかけます。わ
たしたちが今いる場所に留まっていては、イエスに絶対的な信頼を寄せ
る体験を積むことはできないのです。おぼれそうになる体験、恐怖を覚
えるほどの体験を経て、わたしたちの信仰は火で精錬された鉄のように
強くなるのです。  

イエスは決してわたしたちをおぼれさせることも、恐怖に打ち負か
されることもお許しにならない方です。信頼して、信仰の旅をこれから
も続けてまいりましょう。  
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